
たくさんの意見が交わされた第２回生徒総会 
１８日に第２回生徒総会が開催され、前期生徒会の

まとめを行いました。前期活動報告の審議では、建設

的かつ各委員会の活動のよかった点等の意見が多く出

されました。時間の都合で打ち切る場面が多く残念で

したが、正副議長さんにとって嬉しい悲鳴だったよう

です。 

＜継承＞ ～伝統を受け継ぎ、未来へつなぐ～ 

 第５０期役員が、先輩から受け継いだ西中スタン           

ダードを具体的な活動で実現できるよう取り組み、３年生全員がその見本となるべく動いてくれました。 

ありがとうございま

した。次は２年生の

番です。更に魅力あ

る更埴西中にするた

め、期待しています。 

【第５１期生徒会役員】 
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ＡＬＴ Ｂｅｎ先生 ３学期は戸上中の勤務になります 
 昨年度の２学期より外国語指導助手として英語の授業でご指導いただいた

ベンジャミン レイベン先生が３学期から戸上中での指導に変わるため、お別

れの式を行いました。２２日の６・７組の最終

授業では、治田小や八幡小の児童も参加して、

Ｂｅｎ先生の指導でお菓子の家作り、そしてク

リスマス会を開きました。菊作りでご指導いた

だいた金子さんもお招きし、大変盛り上がりま

した。           （文責 長谷川） 

千曲市立更埴西中学校 学校だより          平成２６年１２月２５日（木）№９ 

相手に生きる                      

学校教育目標 「相手に生きることによって自己を生かす」 

西中スタンダード「あいさつ」「歌」「清掃」「花」「服装」「時間」 
 

承認された第５１期生徒会役員の皆さん 

第５０期生徒会役員の皆さん 
１年間ありがとうございました 

サンタに扮した 

Ｂｅｎ先生 



全国学力・学習状況調査結果 
４月に３年生を対象に行われた全国学力・学習状況調査について、本校の結果は以下のとおりです。

今後も授業を充実させていきます。ご家庭でも家庭学習等が充実しますようよろしくお願いします。 
 

  全国学力・学習状況調査の結果について 
１ 教科に関する調査 
  本校の調査結果については、国語・数学の各教科の平均正答率がＡＢともに、全国・長野県よりも
やや下回っているという結果が出ました。各教科の概要は次のとおりです。  
国語 
・国語Ａ（主として知識）、国語Ｂ（主として活用）ともに全国、県平均を上回った設問もありましたが、

全体的な傾向としては同程度かやや下回りました。 
・Ａ問題に関しては、領域別で「書くこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」は同程度で
した。「話すこと・聞くこと」と「読むこと」はやや下回りました。特に平均が高かった設問は「語句
や文の使い方に注意して、伝えたい心情にふさわしい言葉に書き換える」が５％以上高く、また「文章
に即して漢字を正しく書く」設問でも２０％以上高かった漢字もありました。 

・Ｂ問題に関しては、領域別で「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」「伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項」の全てでやや下回りました。 

 
数学 
・数学Ａ（主として知識）、数学Ｂ（主として活用）とともに全国、県平均を上回った設問もありました
が、全体的な傾向としてはやや下回りました。 

・Ａ問題に関しては、領域別で「数と式」「図形」「関数」「資料の活用」はやや下回りました。特に平
均が高かった設問は「関数の意味理解」が１５％以上高かったです。 

・Ｂ問題に関しては、領域別で「資料の活用」は同程度でした。「数と式」「図形」「関数」はやや下回
りました。平均が高かった設問は「式変形」や「確率の説明」や「グラフの読み取り」でした。 

 
２ 質問紙調査 
  生徒の学習への関心や、学習習慣、価値観等をアンケート形式で調べた調査です。生活習慣と教
科の学力との間には相関関係があると考えられ行われています。 

  本校の結果は「国語」は昨年度に比べて、「好き」と答えている生徒は同程度でした。「数学」
は昨年に比べて、「好き」と答えている生徒がやや下回りました。また、「国語の授業の内容がよ
く分かる」は昨年度に比べて、やや上回りました。「数学の授業の内容がよくわかる」は昨年度に
比べて、やや下回りました。 

  基本的な生活習慣では、「朝決まった時間に起床し朝食をとることや、ほぼ同じ時間に寝る」と
いう習慣がついている生徒が多く、基本的な生活習慣は確立されており好ましいと思われます。 
自己実現・自己肯定感では、「日々の学校生活の中での成功体験や挑戦経験、教師からの称賛の

経験が積み重ねられているが、それらの経験が自己肯定感を強くしたり、自己実現につながったり
している生徒はまだ少なく、また、将来について考えが定まらない生徒がいると考えられます。 
友達同士のコミュニケーションは円滑に行われているが、発表する場においての「伝える」とい

う行為については、今後の練習が必要と思われます。よって１、２年生の総合的な学習の時間や各
教科での発表の機会や指導から充実させていくことが大事だと考えられます。 

 
３ 今後の対応 
・本調査や総合テストから、基礎的・基本的な内容の定着を一層図っていくことが大事だと考えています。

これからは受験期に向けて、国語の漢字練習や数学の日々の演習プリント等の基礎力の確実につけ、ま
た「自分の考えを根拠をもって書く力」「自分の考えを根拠をもって説明する力」がついていくよう、
授業中の口頭説明や筆記説明の時間を充分とっていきます。 

・学習習慣の向上については、家庭での勉強時間増加につながるよう、今年度も東京大学大学院教授、市
川伸一先生をお招きして、多くの教科で「学習力を育てる授業づくり」をテーマに進めています。予習・
復習につながる「学び方を学ぶ」学習に力を入れた授業改善にこれからも努めていきます。 

 


